























































































Construction of Radiation therapy information System
Kuninori NOMURA,  Kentarou YAMAGISHI, Hisashi YOSHIDA, Nobuyuki SHIROSAKI,














nurse, followingthenotificationthatdoctor’sconsultationrecordshouldbeheldonceaweek. It is
possibletoelucidatethetreatmentRISentrydonebytechniciansornurse.TheRT-viewerfunction
allowsitsusefordepartmentconferences,conferenceswithotherdepartmentsandforthepurposeof
student education, etc.Wefixed ２０ essential items including these new requirements andgraded
presentationbythesubscriptionmanufacturer.Asaresult,manufacturerswereselectedandtreatment
RISwasconstructed.
Key words: Radiation therapy information System









































































年目にリニアック ２ 台目を新規導入し， ４ 年目に密封小
線源治療装置を更新しオンライン連携した。
２ ．当初の新規機能





図 1 　HIS and RIS are carpooling in a PC
































表 １ 　the essential requirements of RIS
No 放射線治療部門必須要求要件 A社 B社 C社
1 依頼からの治療依頼オーダに対し，治療適用，不適用などの回答を治療RISからHISへ返信できる機能を有すること。 × 〇 〇
２ 医師，技師，物理士，看護師，受付間で情報の伝達ができるメッセージ機能を有すること。 × × 〇
３ 治療方針情報として入力するデータ（治療方法，治療効果など）はJASTROデータベース委員会の情報に準拠していること。 × 〇 〇
４ 原発部位と治療部位を分けて登録できる機能を有すること。また，原発部位と治療部位が同じ場合，原発部位情報として入力した情報を治療部位登録時に活用できること。 △ △ 〇
５ 照射パラメータと照射録の一覧表示ができること。また患者毎の照射録の作成や出力が出来る機能を有すること。 △ 〇 〇
６ 治療計画情報で入力する総線量，一回線量から治療日数の自動計算できること。また治療開始日の仮予約や終了日の自動計算ができること。 〇 〇 〇
7 治療のプランに対し，コースという概念を有していること。また，複数のプランが存在する治療の場合，トータル線量を正確に積算できること。 〇 〇 〇
8 リニアックとオンラインで連携する場合，リニアック側の連携IDに合わせてデータの授受をすることが出来ること。 × ○ ○
9 一連の治療に対するチェックリストを作成し，業務の抜けを確認できる機能を有すること。また，患者に渡した注意書きなどのドキュメント管理ができること。 × ○ ○
1０ 照射予約を治療RISで取得し，患者に渡す予定表の印刷が治療RISでできる機能を有すること。 × ○ ○
11 患者の都合などで照射を 1 日だけ中止した場合，照射予約を最終日の翌日以降に振り替えることができる機能を有すること。 × △ ○
1２ 医師，技師，物理士，看護師，受付で共有できる予定確認機能を有すること。 ○ ○ ○
1３ 患者受付時に該当患者の照射の進捗（あと何回照射するのか，CT撮影があるのかなど）を確認でき，患者へ声掛けができる機能を有すること。 △ × ○
1４ 照射画面において画面を切り替えることなく次の患者の照射情報の確認ができること。 × × ○
1５
会計情報送信時に，治療計画時に入力した照射方法（対向 ２ 門照射， ４ 門照射など）の変更ができるこ
と。治療計画で ３ 門照射と 1 門照射がおこなわれる場合，会計へは ４ 門照射として送信できる機能を有
すること。
△ × ○
1６ 1 日 ２ 部位の照射がある場合，診療報酬の高い部位を 1 部位目として会計送信できる機能を有すること。 × △ ○
17 QAQCとして，モーニング照射，ファントム照射，点検時の照射など，人への照射以外の照射情報の管理ができる機能を有すること。これらの情報は装置別使用記録簿等に反映されること。 ○ × ○
18 JASRO統計，1３週報などの各種統計が自動作成できる機能を有すること。 × ○ ○
19 DBに格納されている全ての情報を対象として検索ができること。またCSVファイル等に結果情報を出力できる機能有すること。 ○ ○ ○

















































































図 2 　 start the RT viewer at the Conference. The right 
screen HIS Reports on treatment. The left monitor 
dose distribution and DVH 






































Organizing in-class and out-of-class learning: effects and problems of inverted classrooms 
in human anatomy practice
Masahumi KAWAGUCHI1・Yuichi TAKEUCHI1・Tomoya NAKAMURA1・Hiroyuki ICHIJO1





授業を行い，（ 1 ）能動的活動時間の増加，（ ２ ）授業外学修の質の向上，（ ３ ）授業内外の学修の組織化，





video learning aids outside of class,where learners acquire basic information and then engage in
participationwithactiveinteractionsbetweenlearnersandinstructorsinclass.Thus,whatisdonein
class and out-of-class is flipped, or inverted.Here,we report the effects andproblems of inverted
classrooms in human anatomy practice. The inverted classrooms resulted in increasing time of
dissectionpractice,increasingqualityofout-of-classlearning,andbetterorganizationofin-classand
out-of-class learning; however, there were also problems in addressing low-motivated students’
attention and interference with high-motivated students’ concentration in class. Because inverted
classroomsrequirebothactivelearningin-classandlearningaidsout-of-class,intheoverallinstructional
design,itisimportanttobalanceadequatecombinationsbetweenthetwo.
Key words: Inverted classroom, Active learning, Out-of-class learning, Moodle, Human anatomy 
practice
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（MassiveOpenOnlineCourse，MOOC）も 開 講 されて

























（ 1 ）授業外学修（予習）：印刷物とビデオ教材の ２ 種
全３7回の実習を行った。実習の進行に合わせた内容の講






















図 2 　 富山大学医学部医学科二年次の「解剖学および解剖学実習」のカリキュラムの要約図　冒頭
にコース全体のオリエンテーションを行い，コースが（ 1 ）ビデオ教材を配信する形式の反
転授業，（ 2 ）少人数グループ形式の実習，と（ 3 ）講義，からなることを説明する。実習の
各日に対応した32本のビデオ教材を作成してMoodle上で視聴する反転授業を行う。
















































































































図 4 　 Moodleの視聴履歴　2016年度の実習における各日のビデオ教材の利用率を示す（n=109）。実習を通
じての利用率の平均値（41.7％），最大値（89.0％），最小値（14.7％）を矢印で示す。実線は各日に
一回以上視聴した者の割合で，点線は 2 回以上視聴した者の割合である。






材についての ５ 段階評価を求めた。 ２ 年間に有意な違い






　自由記載の内容は（ 1 ）予習，（ ２ ）復習，（ ３ ）図，




















図 5 　 対照群と反転授業群の授業外学修時間の比較　（A）授業外学修時間の割合の分布。対照群（n=212）と反
転授業群（n=200）。（B）授業外学修時間の平均値の比較。エラーバーは標準誤差を示す。有意な差は認め
られない（対応のないt-test，p-value=0.189）。




















の方法に比べて「 1 ．学修者の注意喚起」と「 ６ ．練習
の機会」が改められている上に，「 ２ ．授業の目標提示，






















































































































































































































































学の教育と研究（現状の考察と将来への展望）（ 1 ）（ ２ ），
第7５8回運営審議会，199０.
６ ）河野邦雄，伊藤博信：教育課程の大綱化と肉眼解剖実習









授 業 トライアル．香 川 大 学 教 育 研 究　12:1０7-11２，
２０1５.












































































２1）TalbertR.: Invertedclassroom,Colleagues. 9 : 18-19,
２０1２.
２２）AmreshA.,CarberryA.R.andFemianiJ.:Evaluating









































る２）。INI 1 遺伝子の不活性化からINI 1 蛋白質の核発現
が消失することがPNET/medulloblastomaとの鑑別に有
用とされている。高悪性度で ３ 歳未満に好発し，小児脳
腫瘍の 1 〜 ２ %３，４），乳児脳腫瘍の1０%を占める疾患であ
る。病理上，rhabdoidcellが特徴である。発生部位はテ




The long survival case of AT/RT after whole brain/total spinal cord irradiation
Kuninori NIMURA, Kentarou YAMAGISHI, Norito NARUTO, Hisashi YOSHIDA, Nobuyuki SHIROSAKI, 
Keiko NOMURA, Hideto KAWABE,  Yuichi KAMISAKI, Kyo NOGUCHI
Department of Radiology1, Department of Radiation medicine2, pediatrics3 Toyama University hospital
要　　旨
　 1 歳 ３ カ月の幼児の中枢神経性非定型奇形腫様ラブドイド腫瘍（AT/RT）に対する放射線治療を経
験した。第三脳室内に原発し，水頭症をきたしていた。手術による完全切除はできず，その後のMRIで
髄膜播種を認めた。









Gy/1０fr/２weeks of ３６０° rotating body irradiation to the primary tumor. To further prolong the
prognosis,modifiedIRS-IIIwasalsocombined.Thepatientsurvivalrateincreasedmore５yearsafter
thetreatment.
　Though, in long termunfavorable effects, the growth hormone deficiency and primary-
hypothyroidismareobserved,howeverboththeseeffectsarecontrolledbyhormonesupplement
therapy.
Key words: AT/RT, whole brain/total spinal cord irradiation





















いたが，同年 ２ 月下旬（ 1 歳 ２ か月）より内方注視など
の眼位異常が出現し， ３ 月 1 日より胆汁様嘔吐を認め
た。胃腸炎が疑われ前医で補液で経過観察してきた。
　嘔吐頻回，活気不良，眼位異常が遷延し，大泉門の膨






36Gy/20fr/ 4 weeks of whole brain/total spinal cord irradiation
3 fields were changed every other day.
Boost ittadiation 18Gy/10fr/ 2 weeks

























































2013/03/21: ten months after RT. It reduced to 22.3 %.
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protein- 1  as a potential therapeutic
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とを 報 告 してきた（Iiharaetal.,199４and199６;
Ishiietal.,２００６;Zhengetal., ２０1０）。我々は，生
後タモキシフェン投与により全身性にPDGFβ受容





（Shenetal.,２０1２）。 上 記 の 動 物 実 験 に て，
PDGFR-βノックアウトアストロサイトには，増 殖
や遊走などの機能に障害があるのではないかと考え









　PDGFR-β遺伝子のexon ４ - 7 の両側にloxPシー
クエンスを挿入したマウス（PDGFR-βflox/flox）と，

































































































inhibitor- 1 ，PAI- 1 ）の血液凝固関連因子の発現
誘導を介して凝固反応を促進する。この応答には，
ト ロ ン ビ ン 受 容 体 で あ るprotease- activated
receptor（PAR）を介することが明らかにされてい
る。PARはプロテアーゼで活性化される七回膜貫
通型G蛋白共役受容体で，PAR- 1 ，PAR- ２ ，PAR-














　ヒト肝癌細胞株HepG ２ とHuh 7 は３7℃， ５ %CO２
条件下で培養した。培養液にはウシ胎児血清（FBS）
1０%，ペニシリン1００U/mL，ストレプトマイシン
1００U/mLを 含 むDulbecco’s modified Eagle’s
medium（DMEM）を使用した。PAR- 1 mRNAの
発現は定量的RT−PCR（プライマー :センス ５ ’-
TTTGAATTCATGGGGCCGCGGCGGCTGCTGC
TG- ３ ’，アンチセンス ５ ’-TTTCTCGAGAGTTA
ACAGCTTTTTGTATATGCT- ３ ’）， PAR- ４ 
mRNAの発現は定量的RT-PCR（プライマー :セン
ス ５ ’-TTTGAATTCATGTGGGGGGCGACTGCT
CCTG- ３ ’アンチセンス ５ ’-TTTCTCGAGCTGGA
29平成26年度富山大学研究医養成プログラム修了報告
GCAAAGAGGAGTGGGGT- ３ ’），PAR- 1 蛋白質発
現はPAR- 1 特異的抗体（R&BSystems,米国）を用
い，蛍光組織免疫染色法とウエスタンブロット法に
て解析した。HepG ２ とHuh 7 にトロンビン（牛血漿）
を添加し，刺激前後におけるTF発現をセンス ５ ’-
CCCAAACCCGTCAATCAAGTC- ３ ’，アンチセンス
５ ’-CCAAGTACGTCTGCTTCACAT- ３ ’，PAI- 1





後 ２ 時間におけるTF，PAI- 1 発現を各抗体を用い
て解析した。
結　果
　肝がん細胞株HepG ２ 細胞とHuh 7 細胞は，RT-
PCRにてPAR- 1 とPAR- ４ mRNAをともに 無 刺 激
の状態でも発現していることを確認した。また，ウ









を添加し ２ 時間刺激したところ，TF，PAI- 1 とも
に，mRNAの発現量がトロンビン濃度依存的に有
意に増加（1０U/mlトロンビン刺激でTFmRNA発
現は ２ 倍増加，PAI- 1 mRNA発現は1.５倍増加，５０
U/mlトロンビン刺激でTFmRNA発現は ４ 倍増加，







　肝がん細胞株HepG ２ 細胞とHuh 7 細胞において，
トロンビン受容体PAR- 1 とPAR- ４ はともに発現し




欠いており，活性化にはPAR- 1 やPAR- ３ の約1０倍
濃度のトロンビンを要することが知られている。




























1 ）Cottrell GS., Coelho AM., Bunnett NW.:
Protease-activatedreceptors: theroleofcell-




PAR ３  isacofactor forPAR ４ activationby
thrombin.Nature.404:６０9-1３,２０００.
３ ）Kakara la  KK. ,  Jami l  K . :  Screening of
phytochemicals against protease activated
receptor 1  (PAR 1 ), apromising target for




PhillipsDR.:Differential effects of citrate
versusPPACKanticoagulationonmeasured
platelet inhibitionbyabciximab，eptifibatide
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日後， ２ 日後， ３ 日後いずれにおいてもanisomycin
群 とPBS群 の 間 に 有 意 差 がみられた。 また，
anisomycin群と再刺激なし＋anisomycin群の間に






























































































的 に 伝 搬 していくことを 発 見 した。Sharpwave
ripple（SWR）は外界からの刺激が少なくなる睡眠












Omura et al.,A lognormal recurrent network
model forburstgenerationduringhippocampal
shartpwaves. J. Neurosci., ３５(４３), 1４５8５-1４６０1
(２０1５)
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　単 純 ヘルペスウイルス ２ 型（herpessimplex











































　分離株 ６ 株中の内 ５ 株（ 1 ， ２ ， ３ ， ４ ， ６ ）は
ACV及びPCVに対し比較的高いIC５０を示し，その内





２ ， ３ ， ４ ， ６ ）は，UL２３ 中 のデオキシチミジン
に結合する領域上にポイントミューテーションが，







討 した。前 者 は 後 者 と 比 べ 有 意 に 高 く（p=
０.０２1５），Gstretchがホットスポットであることが
示唆された。









































な ら び に 肝 機 能 障 害 を 認 め，hemophagocytic
lymphohistiocytosis 疑いで Y 病院に紹介となった。
既往歴・家族歴　第一子。特記すべきことなし。
現症　身長 64㎝，体重 6,830g，体温 39.4℃，血圧




検 査 所 見　WBC2,700/ μ L，Hb10.8g/dL，Plt










　リンパ球サブセットにて DNT 細胞は 6.5％と増
加し，臨床症状と考え併せ，ALPS と診断した。し
かし活性化 T 細胞における抗 FAS 抗体刺激による
アポトーシスは正常であり，ALPS-FAS は否定的










　本邦初の NRAS 体細胞変異による ALPS 様
疾患と診断した。しかし従来の NRAS あるいは
KRAS 変異による ALPS 様疾患（RAS-associated
autoimmune leukoproliferativedisorder，RALD）
では DNT 細胞の増加は報告されておらず，自験
例では血清 IL-10 の増加も認められ，RALD より
ALPS に近いものと思われた。
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　単 純 ヘルペスウイルス ２ 型（herpessimplex














































































ローンを 分 離 することができ，それぞれについて
TKの遺伝子型およびACV耐性を検討した。










The liver in itai-itai disease (chronic cadmium poisoning): Pathological 
features and metallothionein expression
馬場　逸人　病理診断学講座（指導：井村　穣二教授）
　Cadmiumisahighlyhepatotoxicheavymetal，
which iswidelydispersed in the environment.
Acute cadmiumhepatotoxicity has beenwell
studied inexperimentalanimals;however,effects
ofprolongedexposure tocadmiumdoseson the
liver remain unclear. In the present study, to
evaluate chronic cadmiumhepatotoxicity，we
examined specimens from cases of itai- itai
disease，themostsevereformofchroniccadmium
poisoning.Wecompared89casesofitai-itaidisease
with ２7 control  cases to assess cadmium
concentration in organs.We also examined 8０
casesof itai-itaidiseaseand7０controlcases for
histopathological evaluation. In addition, we
p e r f o rm e d  immun o h i s t o c h em i s t r y  f o r
metallothionein，which binds and detoxifies
cadmium.Hepatic cadmiumconcentrationwas
higher thancadmiumconcentration inall other
organsmeasured in the itai-itaidiseasegroup，





higher in the itai-itaidiseasegroup than in the
controlgroup.Prolongedexposuretolowdosesof
cadmium leads to high hepatic accumulation,
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実　験



























は，P 1 ，P２8 のいずれにおいても，PDGFR-β の
mRNAの発現が抑制された。同じジェノタイプの















とproteolipidprotein 1 （PLP 1 ）のmRNAの 発 現
が 抑 制 さ れ た。ol igodendrocy te  l i neage
transcription factor ２ （Olig ２ ），glial fibrillary
acidicprotein（GFAP）のmRNA発 現 は 促 進 され
た。免疫組織化学の実験では，同じ日齢のFLと比
較してKOはP 1 において，MAP ２ ，神経前駆細胞
のマーカーであるdoublecortin（Dcx）陽 性 細 胞 の
割合が低下しているが，P２8に関しては有意差を認




























































































で測定した。筋肉組織中のIL- ６ ，TGF-β 1 ，TNF-
α の 発 現 量 はBiosource社 のELISAキット（Rat











IL- ６ antibody，R&DSystems，MN） および 抗










































1 ）SekiyaN.，KainumaM.,HikiamiH., et al.:
Oren-gedoku-toandKeishi-bukuryo-gan-ryo
































































































るPCR増 幅 とMvaⅠ での 制 限 酵 素 処 理 による
RestrictionrestrictionFragmentfragmentLength
lengthPolymorphismpolymorphism（RFLP）と 高
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から肝転移巣の発生に1０ヶ月を，さらに残膵の膵頭
部癌の発生にはさらに ３ ヶ月を要していた。第 1 癌
と第 ２ 癌はK-rasの変異形式が同じであった為，第
２ 癌は第 1 癌の転移であると考えられる。一方，





















































































































































































































DNAウイルスであるためDNAの 複 製 が 必 要 であ




























Established mouse retinal lesion may mimic diabetic retinopathy
梶川　清芽　病態病理学講座（指導教官：笹原　正清教授）
　Amajor criticismof rodentmodelsused for
diabeticretinopathy (DR) is that theymightnot




andothers. Inordertosolvethese issues, I tried
togeneratenewmouseretinopathymodel.
　In this study, Iusedmutantmouseharboring
Pdgf receptor beta gene franked by two loxP 
sequences (Pdgfrbflox/flox) andNestin promoter-
driven Cregene (termedN-β-KOmouse).These
micewereoriginallyestablishedusingEScellsof




r e t i n a l  damages  i n c l ud ing  de t a chmen t ,
hemorrhageandalterationofretinalstratification.
In immunofluorescence, visualization of retinal
blood vessels and pericytes using specific
antibodies revealed severe damage of retinal
microvascularnetwork, inwhich,pericyteswere
widely disappeared, and blood vesselswere
depletedatmultiple foci.Thesephenotypeswere
similartothepathologyofhumanDR.Inreal-time
PCR analyses,Vegfa and PlgfmRNAswere
upregulated inN-β-KOretinacompared to those
in Flox retina. N-β -KO retina also showed
upregulation of Pdgfb and  Pdgfra mRNAs
comparedtothoseofFloxretina.
　In conclusion, I successfully establishmouse
model of retinopathywith similar pathological
featuresaslatestageofhumanDR,suchasretinal
detachment,andneovasculardevelopment.N-β-KO
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て 用 い ら れ て い るCanadianTriageandAcuity
Scale（CTAS）を導入し開発された院内トリアー
ジ・ツールである。JTASで 意 識 障 害 の 評 価 は

































　JTASレベル ２ と ３ 〜 ５ の 違 いについて 考 える
と，これらの違いは見当識障害の有無と考えられ
る。JTASレベル ３ 〜 ５ に相当するのは見当識がみ
られる，すなわちJCS ０ ， 1 またECS 1 であると



















































































































指 示 する 病 態 として，弓 状 動 脈 から 最 表 層 の
Nephronへ向かう血流がNephronの障害の基，その






















Ueda .Y. Pathological findings in Cadmium
nephropathy of itai-itai-disease - characteristic
impairment of the superficial nephrons and
proximaltubules.




































































































































( DMEM/F - 1 ２ )， 1 ０%N e u r o C u l t ®  N S - A
differentiationKit， 1 %penicillinantibiotic
Ⅱ．CHT(+)細胞の特性の検討：
1 ）増殖能の検討：０,３,６, 9 daysにおける細胞数
を計測した。
２ ）神経細胞マーカーの発現の検討： ４ ％パラホル
ムアルデヒドにて 固 定 後，TUJ1,Nestin,GFAP,
MAP ２ の抗体を用いて蛍光免疫染色を行った。
TUJ 1 (R&D,mouse, 1/２００),Nestin (Santacrutz,




AceqPCRRTMasterMix（東 洋 紡） を 用 いて



























　 培 養 7 日 目 のCHT(-)iHAEとCHT(+)iHAEを，
TUJ 1 ，MAP ２ ，GFAP，Nestinの抗体を用いて
蛍光免疫染色法を行った。分化誘導していない

























まで 培 地 の 違 いによる 差 は 認 められなかった。







































































































































と有意に関連していた要因は， 1 ，３ ，４ ，５ 年生で
あること， オッズ 比 はそれぞれ1.４8（9５%CI:1.０２-
２.1３），1.６３（9５%CI:1.1０-２.４２），1.６０（9５%CI:1.０8-
２.３9），1.５６（9５%CI:1.０３-２.３５），朝食の欠食がある














































































　 7 つのヒト 膵 臓 癌 由 来 株（KP- 1 N，KP ３ ，
TCC-PAN ２ ，BxPC- ３ ，PANC- 1 ，AsPC- 1 ，
MIA-PaCa- ２ ）に対してMatrigelinvasionassayを






クロアレイ 解 析 を 行った。解 析 にはGeneSpring
（Agilent）を用い，初代と ４ 代目で遺伝子発現が




























りも浸潤能が亢進した ５ 細胞株（KP- 1 N，KP ３ ，
TCC-PAN ２ ，BxPC- ３ ，PANC- 1 ）と，殆ど変化











の ４ 代目を比較したものでは，IL-３２とPCYT- 1 Bに
おいて高浸潤群側の方が高発現している傾向にあっ
た。



























































































ラフィン 包 埋 切 片 を 用 いた。 これらより 各 種
Claudin- 1 : C- 1 ，Claudin- ３ : C- ３ ，Claudin- ５ :
C- ５ およびClaudin- 7 :C- 7 に対する特異抗体C- 1





上皮同士のBasolateral側にC- 1 とC- ５ が，導管の腺
上皮の腺腔側にC- ５ が，介在部導管上皮ではC- 1 と
C- ３ が，小葉の腺房細胞では接合部に一致して
C- ３ ，C- ５ ，C- 7 の発現の局在を認めた。
　良性腫瘍の中で最も多い多形腺腫では，腺腔を形
成する部位では細胞のApex部位やBasolateral側に
















































































一，井 村　穣 二． 唾 液 腺 腫 瘍 における 種々の
Claudinの発現とその局在の差異について．第1０４回
日本病理学会総会，２０1５，４.３０-５.２，名古屋.

































特異抗体（抗Laminin- ５ gamma ２ chainマウスモ
ノクローナル抗体，Chemicon）を用い，自動免疫














































































































































４４/６8（６４.7%），β：４４/６8（６４.7%），α β ペア 率:
３8/６8（５５.9%）であった。今回のaAPCを用いて得
られたTCRβ のレパートリーと， 同 じドナーの
BRLF- 1 ペプチド（TYPVLEEMF）/HLA-A２４ 複
合体を用いて得られたTCRβのレパートリーを比
較したところ，今回得られたTCRβのうち２５個は
BRLF- 1 ペプチド（TYPVLEEMF）/HLA-A２４ 複
合体を用いて得られたTCRβと同じものであった。







パ ー ト リ ー の 一 部 は，BRLF- 1 ペ プ チ ド
TYPVLEEMF/HLA-A２４複合体を用いて得られた
TCRのレパートリーと 一 致 していた。つまり，抗
原ペプチドのアミノ酸配列が未知であっても，標的






























recombinaseとともにEGFPをも 発 現 するトランス
ジェニックマウス（Pdgfra-CreERT 2 -Egfp, 以 下
































































２ ）CHT(+)iHAEお よ びCHT(-)iHAEは，Normal








( DMEM / F - 1 ２ ) ， 1 ０ %N e u r o C u l t ® N S - A
differentiationKit， 1 %penicillinantibiotic
Ⅱ．CHT(+)細胞の特性の検討
1 ）培養による経時的変化：培養後， ２ 日間隔で，
培地の交換を行い， ２ 日， ４ 日， 8 日目に倒立顕微
鏡にて形態を観察した。
２ ）神経細胞マーカーの発現：培養 8 日目に細胞を
PBSで洗浄後， ４ ％パラホルムアルデヒドにて固定
後，Ne s t i n ( S a n t a c r u t z , r a b b i t ,  1/ ２ ０ ０ ) ,
TUJ 1 (R&D,mouse,1/２００),betaⅢtubulin(abcam,
rabbit, 1/1００), Synaptophysin (abcam, rabbit,






AceqPCRRTMasterMix（東 洋 紡） を 用 いて




４ ） 単 一 刺 激 インパルスによるfEPSP（field
































































































































て 安 楽 死 さ せ， 腫 瘍 を 摘 出 し た。Tumor
DissociationKitで 腫 瘍 組 織 を 酵 素 処 理 し，
gentleMACS（Miltenyi社）を用いて粉砕し，腫瘍
浸 潤 リ ン パ 球（TIL=Tumor  In f i l t r a t i ng




体 およびCD1３7 抗 体 で 染 色 し，セルソータにて
CD４+CD1３7−細胞およびCD４+CD1３7+細胞を単一細
胞ソートした。









　各 サンプルより 取 得 したTCRレパートリーを
図 1 に 示 す。CD４+CD1３7− TILで は ４４ 個，
CD４+CD1３7+TILでは４２個，dLNのCD４+CD1３7−T
細胞からは３５個，dLNのCD４+CD1３7+T細胞からは













である。TILのCD4＋CD137＋ では，他 のサンプルに 比
べ，クローナルに増幅しているT細胞が多く見られた。
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　TILのCD４+CD1３7−のT細胞とTILのCD４+CD1３7+
のT細胞で一部のTCRの重複がみられた（図 1 の③









胞 の 方 がクローナルなものが 多 く 確 認 された。
CD1３7は活性化T細胞に発現し，腫瘍免疫応答に関
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20１7年海外選択性臨床実習報告書
鈴木龍太郎


















































　実習の 1 日は，その先生方が一堂に会する朝 7 時1５分からのカンファレンス（ドイツ語）で始まります。
また，木曜日だけは 7 時 ５ 分からスクリーンルームでの勉強会（ドイツ語）があります。その後，お世話を
して下さる日本人の先生がおられる医師控室に移動，当日のオペ予定を確認し，見たいオペの見学に行きま








朝食や夕食も頻繁にお世話になりました。それ以降はオペの続き，次のオペの見学に入り，大体 1 日 ２ 〜 ３
件程見学しました。但し，心臓移植のオペに関してはほぼ臨時で実施され，また開始も18時以降であったり
することが多かったので，一度宿に帰り，夕食をとった上で再び見学に向かうこともありました。
　最初の 1 週間は，何分初めてのことばかりだったこともあり，かなり慌ただしく過ぎていきました。 ２ 週
目からは，少しずつ先生方とも上手くコミュニケーションが取れるようになり，日本人の先生のオペでは手
HDZ-NRW外観
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20１7年海外選択制臨床実習報告書 
Herz- und Diabeteszentrum Nordrhein-Westfalen
都築　光

























ファレンスに参加した後に 8 時から手術室へ。昼食の後に再び手術室へ向かい， 1 日 ２ ，３ 件の手術を見学




































































Department of Neurosurgery Charite Universitätsmedizin Berlin
畠野真帆
はじめに















































































































































































































































































の時間で終わっていました。そのため， 1 日に ３ 部屋で1０件ありましたが，基本 1 日 ３ 件みることができま






























































また，彼らも英語のできる人が多く，時間のあるときに色々と話をしました。５ 年生は 1 週間のみの実習で，
多くは脳外科に興味が無いのか，カンファ中や手術中にスマホを触っていました。また，午後には手術室か
らもいなくなったので，見たいところだけ見て帰るのが普通みたいでした。ただ， ６ 年生は国家試験の 1 か
月前まで病棟で医療行為をしたり，プレゼンをしたりなど，病院での生活にかなりの部分を割いていました。
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5 ．現地の生活
　海外実習でベルリンを選んだ学生は，現地での宿泊先も自分で探し，契約する必要があります。しかし，








り便利でした。しかし， ４ 月から ５ 月初旬にかけてはまだ寒く，コートを着ないと寒かったです。






























































































　今回の留学で一番の収穫は ４ 週間の中で出会った人々です。異国の地で ４ 週間，生き延びることができた
のも多くの人々の助けがあったからです。そして無事に ４ 週間の実習を終えることができたのも胸部外科
チームの先生方，そしてMcGill大学の学生のおかげです。充実した日々を過ごせたことに感謝しても感謝し
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３ ．日程（20１7/ 2 / ３ ─ 2 /27）
２ / ３ 　富山→セントレア空港
２ / ４ 　セントレア空港→フフホト
















































































































けのレクチャーがあります。その為 ５ 時半に起床し，シャワーを浴びて身仕度を済ませ， ６ 時半に寮を出ま
す。そこから徒歩十分ほどの距離にある整形外科，リハビリテーション病棟まで行き，学生控え室で韓国の
学生達と合流し，医局に向かいます。医局では朝食としてキンパというおにぎりが配られ，それを食べなが
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らレクチャーを受けます。レクチャーの内容は韓国語と英語が入り混じり全てを理解するのは困難でした。
そのあと病棟回診があり，そのままオペ室へ向かいます。忠南大学付属病院は富山大学付属病院とは異なり，
診療科ごとに手術室がありました。午前中に ２ 〜 ４ 件の手術を見学し，オペ室内の食堂で昼食を取りすぐに























































平成２9年 ２ 月２０日〜平成２9年 ３ 月 ３ 日　感染症科実習




　私は感染症科で ２ 週間，麻酔科で ２ 週間実習をさせていただきました。実習は基本的に忠南大学の学生実
習とほぼ同じ内容の実習を行っていたのですが，感染症科は忠南大学の学生は実習をしていない時期であっ














































２０17/ ２ /２０〜 ３ / ３ ：感染症内科にて実習











































交通費  ：高速バス＋航空券　 ３ 万円
海外保険： 1 ヶ月間　 1 万円
食費など： ４ 万円ほど（食費はほぼ出していただけました）
通信費  ： 1 ヶ月SIM　8０００円




































































National Hospital of Pediatrics
戸石　崚














































































































　　　　　 1 ．会　　長　　　 1 名
　　　　　 ２ ．副 会 長　　　 ２ 名
　　　　　 ３ ．理　　事　　　若干名
　　　　　 ４ ．監　　事　　　若干名









　　　　　 ３ ．役員の改選は ３ 月に行うもものとする。ただし，任期中に欠員を生じた場合は，この限りでない。
第 8 条　本会の事業年度は，年度制による。
































（庶務・集会）　西条寿夫 平成1６年 ４ 月〜
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　Reviews, original articles, case series, case reports,








by non-native English writer must be proofread by
languageservicesandrequiredtoprovideacertificate
inproofreading.
b) Format of printed out 
　Manuscripts should be written by use of














　Authors should use the following subheadings to









g) Abbreviations and units
　All abbreviations shouldbe fully explainedat their
firstoccurrenceinthetext.



















　In the text, references should be cited using
superscriptArabicnumeralsintheorderinwhichthey
appear. If the work has equal to or more than five
authors, list the first three authors followedby et al.
The reference list should be written following the
examples given below. Journal names should be
abbreviated according to INDEX MEDICUS (http://







２)Nakata T. and Katayama T.: Changes in human
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3 　執 筆 規 定　以下の規定に従う。
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